
◎主な内容
令和５年度市民憲章推進大会（関連２～３㌻）

秋の叙勲・各種表彰（関連４～５㌻）

令和４年度決算・人事行政運営状況（関連６～８㌻）

大更小150周年記念式典・松尾中70周年記念碑除幕式（関連 21㌻）

◎表紙
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３

７

◆
市
勢
功
労
者
表
彰

◎
功
労
表
彰

工
藤　
直な

お
み
ち道
（
大
更
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し

て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

山
本　
範の

り
お夫

（
佐
比
内
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し

て
、
農
業
の
発
展
に
寄
与

田
村　
誠せ

い
こ
う康

（
野
駄
）

安
保　
正ま

さ
か
つ勝

（
丑
山
口
）

遠
藤　
和か

ず
よ
し義

（
田
頭
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
、
市
民
生
活
の
安
定
に
寄
与

中
村　
直な

お
み美

（
大
更
）

佐
藤　
進す

す
む

（
大
更
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し

て
、
交
通
安
全
の
推
進
に
寄
与

佐
々
木　
義よ

し
ひ
ろ広

（
野
駄
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
防
犯
隊
員
と
し

て
、
地
域
安
全
の
向
上
に
寄
与

◎
感
謝
状

八
幡
平
市
建
設
協
同
組
合

【
事
績
】市
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
対
す
る
深

い
理
解
の
も
と
、多
大
な
支
援
を
さ
れ
、同

工　
　
忠た

だ
よ
し義
（
西
根
寺
田
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
寺
田
小
の
稲
作
体

験
学
習
に
指
導
者
と
し
て
携
わ
り
、
児
童

の
農
業
学
習
に
貢
献

中
川
原　
繁し

げ
る

（
荒
屋
新
町
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
安
代
中
の
学
校
林

で
の
林
業
体
験
学
習
を
支
援
さ
れ
、生
徒

の
森
林
学
習
に
貢
献

小
船　
清せ

い
え
つ悦

（
清
水
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
安
代
中
の
ス
キ
ー

部
の
活
動
を
支
援
さ
れ
、
生
徒
の
競
技
力

向
上
に
貢
献

株
式
会
社
日
本
旅
行
東
北

協
栄
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

【
事
績
】企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

て
、市
の
事
業
推
進
に
多
大
な
支
援

◆
協
議
会
長
表
彰

駒
田　
一か

ず
ひ
こ彦

（
大
更
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
松
川
公
民
館
長
と

し
て
、
転
入
者
が
増
加
し
て
い
る
地
区
住

民
の
融
和
を
図
る
た
め
、
夏
ま
つ
り
や
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
開
催
し
、
地
域
住
民
の

一
体
感
の
醸
成
に
貢
献

事
業
の
推
進
に
貢
献

工
藤　
保た

も
つ

（
大
更
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
駅
前
二
区
町
内

会
長
と
し
て
、
大
更
小
学
校
児
童
の
見
守

り
活
動
や
防
犯
灯
の
適
正
管
理
活
動
を

率
先
し
て
行
い
、
地
域
住
民
の
防
犯
意
識

の
向
上
に
貢
献

水
木　
妙た

え
か歌
（
平
舘
）

【
事
績
】
永
年
に
わ
た
り
水
木
流
妙
乃
会

の
会
長
と
し
て
、東
京
、仙
台
や
盛
岡
な

ど
の
舞
台
に
出
演
し
な
が
ら
後
進
の
指

導
を
行
い
、地
域
の
芸
術
文
化
活
動
の
発

展
に
貢
献

琴　
良り

ょ
う
し
ょ
う翔
（
松
尾
寄
木
）

【
事
績
】
永
年
に
わ
た
り
中
之
島
流
大
正

琴
こ
ま
く
さ
会
の
代
表
と
し
て
、デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
慰
問
な
ど
を

積
極
的
に
行
い
、地
域
振
興
や
芸
術
文
化

振
興
に
貢
献

田
村　
秋あ

き
ひ彼
（
大
更
）

吉
川　
恵え

み

こ

美
子
（
松
尾
）

齋
藤　
かこ

うう
（
寺
志
田
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
米
代
川
河
川
敷

石
名
坂
１
区
自
治
会

◆
江
間
章
子
賞

◎
江
間
章
子
賞

▽
低
学
年　
田
村　
心こ

こ
な絆（
平
舘
小
２
年
）

▽
中
学
年　
田
村　
楓か

え
な奈（
平
舘
小
3
年
）

▽
高
学
年　
古
川　
和の

ど
か
（
松
野
小
6
年
）

▽
中
学
校　
髙
橋　
琉る

か華（
西
根
中
3
年
）

◎
市
長
賞

▽
低
学
年　
澤
口　
大や

ま
と和（
平
舘
小
1
年
）

▽
中
学
年　
畠
山　
未み

れ
な彩（

大
更
小
４
年
）

▽
高
学
年　
工
藤　
謙け

ん
し
ん心（

大
更
小
５
年
）

▽
中
学
校　
田
村　
音の

ん（
西
根
一
中
３
年
）

◎
教
育
長
賞

▽
低
学
年　
八
幡　
芽め

い依（
田
山
小
１
年
）

▽
中
学
年　
八
重
樫　
詩う

た（
平
舘
小
３
年
）

▽
高
学
年　
山
本　
琉る

ち
る心（

松
野
小
６
年
）

▽
中
学
校　
渡
辺　
愛あ

い
り梨（

西
根
中
１
年
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
婦
人
会
活
動
に

携
わ
り
、
地
域
福
祉
の
向
上
や
地
域
振
興

に
貢
献

６

の
草
刈
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
や

周
辺
の
桜
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
田

山
駅
前
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
環
境
整
備

を
通
年
で
行
い
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献

５

1江間章子賞を受賞した「一期一会の書」を朗読する髙橋
琉華さん　2市勢功労表彰を受賞した左から工藤直道
氏、山本範夫氏、佐藤進氏　3善行表彰を受賞した市建
設協同組合遠藤忠志理事長　4大会決議の提案をする甲
斐勇文化振興部会長　5市民憲章の唱和をする瀬川愛子
協議会副会長　6協議会長表彰を受賞した前列左から工
藤保氏、水木妙歌氏、琴良翔氏、後列左から田村秋彼氏、
吉川恵美子氏、石名坂１区自治会長の三浦正道氏　7安
比塗りの賞状を贈られた「江間章子賞」入賞者の児童生徒

市民憲章推進大会を開催
をたたえて功績

　令和５年度八幡平市市民憲章推進大会は11月３日、西根地区市民センターで開か
れ、市政の発展に貢献した市勢功労者への表彰のほか、市民憲章推進協議会長表彰な
ど４団体18人に表彰状や感謝状が贈られました。また大会では、第26回少年少女の
詩「江間章子賞」授与式も行われましたので、受賞者をそれぞれ紹介します（敬称略）。
　大会の最後には、活力ある地域社会の実現に向け、積極的にまちづくりの推進に
努めることを誓う大会決議がなされました。

１２

４
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　個人種目はホールインワンを
４回も取ることができ、緊張せ
ずに楽しくプレイできました。
団体に出場した12人全員で優
勝の喜びを分かち合えた事が一
番うれしかったです。

団体：優勝

関口 茂
しげる

さん

公開競技：グラウンド・ゴルフ

卓越技能者：漆器工

冨士原 文
ふ み た か

隆さん

青年卓越技能者：漆器工

三上 奈
な つ き

津希さん

佐藤 謙
け ん い ち

一さん 61歳
柏台三丁目

危険業務従事者叙勲
【瑞宝双光章・防衛功労】

田村 孝
たかし

さん
78歳
松久保

秋の叙勲
【旭日双光章・地方自治功労】

櫻庭 康
や す ま さ

政さん
62歳
松川

危険業務従事者叙勲
【瑞宝単光章・防衛功労】

　平成13年９月から西根町議会議員、平成17年９月から市
議会議員として５期20年余りにわたり務め、産業建設常任
委員会委員長や総務常任委員会委員、議会運営委員会委員
として市の教育、文化、福祉の向上や生活環境の整備、産
業の振興などに尽力しました。

【所感】
　受章できたのは周囲の協力があったおかげと感謝して
います。これからも地域の皆さんと一緒に活動を頑張り
たいと思います。

　昭和55年３月に陸上自衛隊に入隊し、35年２カ
月にわたり勤務しました。第９後方支援連隊第２
整備大隊本部総務幹部や最先任上級曹長などを
歴任し、積極的に隊員の指導育成に当たるなど国
防基盤の向上に尽力しました。

【所感】
　受章は光栄で、上司や同僚など、在職中のさま
ざまな人の支えのおかげだと感じています。

　長年の功労と輝かしい功績をたたえる秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、
死亡叙勲が発表され、市内から次の４人が受章されました。

受章おめでとうございます

長年の功績に栄誉かごしま国体で入賞された
皆さんを紹介

　田村さん（部長）：国体は各都
道府県の強い人が集まり、雰囲
気も独特でインターハイとは別
の難しさがありましたが、みん
なで団結して入賞できて良かっ
たです。

少年男子団体：５位

相撲

　友希那さん：妹と一緒に出場
できる最後の国体で、良い成績
を収められて良かったです。
　慶歌さん：初めての国体で、
馬と人が無事にゴールする事が
でき、満足しています。

少年団体障害飛越：３位

馬術

　長い時間をかけて
習得した、本朱（重厚
感のある赤色）の上
塗り技術を認められ
うれしく思います。
引き続き若い職人
に、培ってきた技術
を伝えていきたいと
思います。

船橋 さん友
ゆ き な

希那 慶
よ し か

歌さん

　昭和56年３月に陸上自衛隊に入隊し、35年３カ
月にわたり勤務しました。岩手駐屯地業務隊輸送
班長・糧食班長や第９特科連隊第１大隊４係主任
などを歴任し、災害派遣活動に従事するなど国の
防衛業務や災害業務に尽力しました。

【所感】
　周りからの支えがあって職務に専念できまし
た。自衛官として一生懸命やってきた事が評価さ
れうれしく思います。

平高相撲部から４人が出場

左から田村昂
こうだい

大さん、工藤琉
りゅうせい

誠さん、
工藤煌

き ら と

斗さん、伊藤光
み つ き

希さん[ ］

　これまで習得した
漆の知識や、技術を
生かしたものづくり
を評価されうれしく
思います。技術的な
面など、まだまだ未
熟なところがあるの
でこれからも精進し
ていきます。

少年ダービー：４位（友希那　  ）さん

　昭和49年10月に旧西根町消防団へ入団し、令
和５年７月に急逝されるまで48年間にわたって
活動しました。令和２年４月からは市消防団長
を務め、団員の指導育成と技術の向上のため率
先して団全体の活動の指揮に当たり、地域防災
力の向上に尽力しました。

故 工　 民
た み い ち

一さん

　令和５年度県卓越技能者表彰式は11月13日、盛岡市で行われました。これは、県内のさ
まざまな分野において、優れた技術を持っている人が県知事から表彰されるもので、本年
度、市内からは次の２人が表彰されました。

　かごしま国体（特別国民体育大会）は９月16日から10月17日（公開競技含む）まで行われ、
県代表選手として、市内から出場した次の７人が入賞されたので紹介します。

【瑞宝双光章・消防功労】

死亡叙勲

（右）

優れた技術が認められ卓越技能者として
表彰された皆さんを紹介

個人：準優勝

※団体成績は岩手県チームとしての成績です。
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決
算
状
況
を

令和4年度

し
ま
す

歳入

31億2,272万円
（15.0％）

16億7,420万円
（8.0％）

6億442万円
（2.9％）

12億4,618万円
（5.9％）

82億3,411万円
(39.5％）

8億9,680万円
（4.3％）

25億919万円
（12.1％）

15億6,690万円
（7.5％）

10億1,242万円
（4.8％）

自主財源
（31.8％）歳入

依存財源
（68.2％）

　

４
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入（
収
入
）

は
、
２
０
８
億
６
６
９
５
万
円
で
し
た
。

　

一
番
多
く
の
割
合
を
占
め
た
の
は
、

地
方
交
付
税
の
82
億
３
４
１
１
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
１
億
８
９
８
１
万
円

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の

が
、
市
税
の
31
億
２
２
７
２
万
円（
前
年

度
よ
り
８
２
９
８
万
円
の
増
）で
、
３
番

目
が
国
庫
支
出
金
の
25
億
９
１
９
万
円

（
前
年
度
よ
り
４
億
８
６
９
４
万
円
の

減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
う
ち
、
市
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
自
主
財
源
は
66
億
４
７
５
２
万
円
で

前
年
度
よ
り
２
３
４
４
万
円
多
く
な
り
、

国
や
県
の
決
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
依
存

財
源
が
１
４
２
億
１
９
４
２
万
円
で
前
年

度
よ
り
3
２
億
９
９
８
万
円
減
少
、
前
年

度
に
比
べ
自
主
財
源
比
率
が
４
・
３
㌽
多

く
な
り
ま
し
た
。

歳出

26億9,814万円
（13.3％）

51億1,757万円
（25.3％）

20億5,588万円
（10.2％）

15億4,779万円
（7.6％）

19億666万円
（9.4％）

8億2,５１５万円
（4.1％）

18億1,145万円
（9.0％）

29億55万円
（14.3％）

1億6,602万円
（0.8％）

1,139万円
（0.1％）

11億4,959万円
（5.7％）

3,530万円
（0.2％）

202億 208億

◆特別会計・企業会計の決算状況
会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険 30億8,064万円 30億7,639万円
後期高齢者医療 ３億1,209万円 ３億1,150万円

水道事業
収益的収支 5億3,775万円 4億9,534万円
資本的収支 １億9,933万円 ４億9,491万円

下水道事業
収益的収支 11億4,073万円 10億3,711万円
資本的収支 ４億1,072万円 ８億5,124万円

病院事業
収益的収支 17億4,467万円 16億3,862万円
資本的収支 ２億3,707万円 ２億4,080万円

自
主
財
源
の
比
率
は

前
年
度
比
４・３
㌽
増

市税

繰入金

繰越金

その他の自主財源

地方交付税

市債

国庫支出金

県支出金

その他の依存財源

総務費

議会費

民生費

衛生費

労働費農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費 公債費

※歳入歳出ともに、金額は１万円未満を、割合は小数点以下第２位を四捨五入している
ため、合計が合わない場合があります。

万円2,549 6,695万円

歳出
矢
神
飛
躍
台
改
修
工
事
な
ど

教
育
費
が
38
・
２
％
の
増

※１　経常収支比率

詳細はこちら﻿

　
９
月
11
日
か
ら
10
月
2
日
ま
で
開
か
れ
た
市
議
会
第
３
回
定
例
会
で
、

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
６
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
決
算
の
内
容
を
、
財
政
の
健
全
度
を
示
す
指
標
と
併
せ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
財
政
係（
☎
・
内
線
１
２
０
１
）

　
一
般
会
計
の
歳
出（
支
出
）は
、
２
０
２

億
２
５
４
９
万
円
で
し
た
。

　
一
番
多
く
の
割
合
を
占
め
た
の
は
、
民
生

費
の
51
億
１
７
５
７
万
円
で
、子
育
て
支
援
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
生

活
保
護
な
ど
に
加
え
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事
業

な
ど
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
前
年
度
よ
り
７
億
８
９
６
８
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
公
債

費
の
29
億
５
５
万
円
で
、
地
方
債
の
償
還
を

行
い
ま
し
た
。
教
育
費
は
、
い
わ
て
八
幡
平

白
銀
国
体
の
開
催
に
向
け
、
矢
神
飛
躍
台
改

修
工
事
を
行
う
な
ど
前
年
度
比
５
億
１
１
０

万
円（
38
・
2
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

（
※
１
）は
前
年
度
よ
り
０・
４
㌽
上
昇
し

97
・
６
％
、
財
政
力
指
数（
※
２
）は
前
年

度
と
同
数
の
０
・
30
で
し
た
。
ま
た
、
地

方
債
残
高
は
前
年
度
よ
り
19
億
７
８
７
８

円
減
少
し
、
１
５
２
億
４
９
８
６
万
円
と

な
り
、
基
金
残
高
は
前
年
度
よ
り
11
億
６

９
８
８
万
円
減
少
し
、
54
億
３
０
２
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
な
ど
に

努
め
、
今
後
も
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆ ４年度の主な事業（抜粋）

ＩＴ関連の人材育成事業を実施 冬季の安全確保のため除雪車両を更新 矢神飛躍台を改修し競技環境を向上

　人件費や扶助費、公債
費の義務的経費などに
充てた一般財源の額を
一般財源の総額で割っ
たものです。数値が低
いほど財政運営に弾力
性があり、政策的に使
えるお金が多くあるこ
とを示しています。

　市税などの基準財政収
入額を基準財政需要額で
割って得た数値の過去３
カ年の平均値です。数値
が高いほど財源に余裕が
あることを示しています。

※２　財政力指数

知
お

せ
ら

07 06No.342 ◎2023．12.７



市役所からのHOT LINE

　市職員の人数や給与などの状況は次のとおりです。

人事行政の運営状況を公表します
【問い合わせ先】総務課
行政係（☎・内線 1233)

詳細はこちら﻿

区 分 平均年齢 平均給料月額
一般行政職 40.8歳 31万0,029円

区 分
一般行政職

上級（大卒） 初級（大卒） 初級 （高卒）

初任給 18万5,200円 17万5,300円 15万4,600円
経
験
年
数

10年 25万4,700円 25万4,700円 22万2,300円

20年 33万　100円 32万4,100円 30万　600円

区 分 ６月期 12月期 合 計

期末手当 1.20カ月分 1.20カ月分 2.4カ月分

勤勉手当 0.95カ月分 1.05カ月分 2.0カ月分

区 分 給料・報酬（月額） 期末手当

市 長 77万6,000円

６月期＝1.65カ月分
12月期＝1.65カ月分
　計　　3.3カ月分

副市長 62万円　　　　　

教育長 57万2,000円

議 長 37万5,000円

副議長 31万5,000円

議 員 30万円　　　　　

⑴ 職員給与費（４年度普通会計決算）

勤続年数 20 年 25 年 35 年

自己都合 19.6695カ月分 28.0395カ月分 39.7575カ月分

勧奨・定年 24.586875カ月分 33.27075カ月分 47.709カ月分

職員数

給与費

給料
職員手当

（うち期末・
勤勉手当）

合計

285人 10億8,068万円 5億8,295万円
(4億935万円） 16億6,363万円

⑵ 平均年齢・平均給料月額（５年４月１日現在）

⑶ 経験年数・学歴別給料月額（５年４月１日現在）

⑸ 退職手当の支給状況（５年４月１日現在）

⑷ 期末・勤勉手当の支給状況（４年度）

⑹ 特別職の報酬など（５年４月１日現在）

⑵ 職員数の推移（各年４月１日現在）

※人数は再任用職員を含まない一般行政部門、教育部門、公営企業部門の合計

部 門
職員数

前年度比
4年 5年

一般行政部門 257人 254人 －3人
教育部門（教育委員会） 17人 18人 +1人
公営企業等部門

（水道・病院など） 91人 87人 －4人

合 計 365人 359人 －6人
※一般行政部門は、民生や農林、商工、土木部門などの仕事に
　従事する職員をいう。

区 分 男 性 女 性 合 計
育児休業 ０人 11人 11人
部分休業 ０人 ０人 ０人
介護休暇 ０人 ０人 ０人

＜育児休業＞子が３歳になるまで休業することができる。
＜部分休業＞小学校就学前の子を養育するために、勤務
時間の一部（１日２時間以内）を休業することができる。
＜介護休暇＞介護が必要となった家族を介護するため、６
カ月の期間内で取得することができる。

分 限
処 分

休職 降任 免職 合計

３人 ０人 ０人 ３人

懲 戒
処 分

戒告 減給 停職 免職 合計

０人 ３人 ０人 ０人 ３人

＜分限処分＞病気などのために職務を十分に果たせない
場合など、公務の能率を維持するために行う処分
＜懲戒処分＞道路交通法違反をはじめとする法令違反な
どがあった場合、規律と秩序を維持するために行う処分

⑵ 育児休業などの取得状況（４年度）

⑴ 分限・懲戒処分の状況（４年度）

⑴ 職員数の状況（各年４月１日現在）

平成
23年 27年 元年 ５年令和

400

350

386 384

373
370 367 370

364

356
353

360
364 365

359

職員数（人）

３. 職員の給与の状況１. 職員数の状況

２. 分限・懲戒処分および休業などの状況

　
市
は
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路

な
ど
の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

◎
早
朝
か
ら
の
作
業
に
理
解
を

　
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す
る
た

め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま

す
。
騒
音
で
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
車
周
辺
は
運
転
手
の
死
角

に
な
り
危
険
で
す
。作
業
中
の
除
雪

車
に
は
近
づ
か
ず
、十
分
な
距
離
を

保
つ
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
宅
地
周
辺
の
除
雪
に
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、玄
関
先
な

ど
に
除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が

残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。宅
地
入
口

な
ど
の
除
雪
は
、各
家
庭
で
お
願
い

し
ま
す（
路
面
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
る

な
ど
危
険
で
す
の
で
、雪
は
道
路
に

絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）。
ま

た
、屋
根
か
ら
の
落
雪
を
防
ぐ
た
め

の
雪
止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
除
雪
作
業
を
頼
め
ま
す

　
市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人

や
事
業
所
を
対
象
に
、
有
料
で
屋

根
の
雪
下
ろ
し
や
住
宅
周
辺
、
私

道
な
ど
の
除
雪
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
組
合
員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
料
金　
左
表
の
通
り

■
申
込
先　

市
建
設
協
同
組
合

（
☎
７０
・
２
２
１
１
）

■
雪
捨
て
場
を
解
放
し
ま
す

　
市
は
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ

手作業除雪（屋根の雪下ろし含む）

１時間単価（１人） ３，960 円

作業・機種 １時間単価

住宅排除雪運搬

２㌧車 8,690 円

４㌧車 10,560 円

10㌧車 14,190 円

ホイールローダ
（バケット仕様）

小 型 15,290 円

中 型 18,260 円

大 型 24,970 円

ホイールドーザ
（排土板仕様）

小 型 18,040 円

中 型 24,420 円

大 型 31,570 円

乗用ロータリ

小 型 18,480 円

中 型 26,400 円

大 型 49,500 円

ハンドガイド式
手押ロータリ

小 型 12,430 円

中 型 13,530 円
※料金はいずれも標準料金で、地形や積雪の状
況、難易度により変更になる場合があります。業
者から事前に現地を見てもらい、見積金額を確認
後、依頼してください。

ぞ
れ
指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し

て
い
ま
す
。市
内
に
住
宅
が
あ
る
人

で
あ
れ
ば
、誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
雪
捨
て
場　
下
図
の
と
お
り

■
利
用
時
間　

▽
西
根
地
区（
①
）　
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で（
３
月
31
日
㈰

ま
で
）

▽
松
尾
地
区（
②
・
③
）　
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
３
月
31

日
㈰
ま
で
）

※
①
の
雪
捨
て
場
は
、
近
く
に
大

久
保
自
治
公
民
館
が
あ
り
ま
す
の

で
、
公
民
館
の
出
入
り
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
場

所
に
雪
を
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
５

㌧
以
上
の
車
両
は
進
入
不
可
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
管
理

係（
☎
・
内
線
１
３
０
１
）

除
雪
の
作
業
に
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆住宅周辺、生活私道の排除雪サービス料金
（税込み）

市
指
定
の
雪
捨
て
場

③市道前森線敷地の赤川橋付近 ②さくら公園旧観光協会前駐車場 ①平舘地区・旧学校給食センター跡地

市
道
平
舘
大
更
線
（
旧
国
道
２
８
２
号
）
至
盛
岡

平舘
高校

平舘
コミセン

雪捨て場

（旧学校給食センター）

大久保自治
公民館

雪捨て場

赤
川

県
道
　
柏
台
松
尾
線

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

至八幡平 八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

至温泉郷

至八幡平

旧
観
光
協
会 雪捨て場

駐車場

さくら公園

市
道
平
舘
大
更
線
（
旧
国
道
２
８
２
号
）
至
盛
岡

平舘
高校

平舘
コミセン

雪捨て場

（旧学校給食センター）

大久保自治
公民館

雪捨て場

赤
川

県
道
　
柏
台
松
尾
線

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

至八幡平 八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

至温泉郷

至八幡平

旧
観
光
協
会 雪捨て場

駐車場

さくら公園

市
道
平
舘
大
更
線
（
旧
国
道
２
８
２
号
）
至
盛
岡

平舘
高校

平舘
コミセン

雪捨て場

（旧学校給食センター）

大久保自治
公民館

雪捨て場

赤
川

県
道
　
柏
台
松
尾
線

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

至八幡平 八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

至温泉郷

至八幡平

旧
観
光
協
会 雪捨て場

駐車場

さくら公園

八幡平市の市制20周年を記念する

ロゴマークを募集します
応募方法は市ウェ
ブサイトで確認し
てください▷▷▷

どなたでも（年齢、住所、
プロ・アマ不問）

問い合わせ先　〒028-7397 八幡平市野駄第21地割170番地 八幡平市役所総務課行政係（☎0195-74-2111）

応募締切
令和６年
１月19日（金）

応募資格
１点

最優秀賞

副賞 万円５
最大４点
優秀賞

記念品
安比塗

令和６年２月中旬（未定）結果発表

詳しくはウェブで https://www.city.hachimantai.lg.jp/soshiki/somuka/21152.html令和７年９月１日、八幡平市は

皆さんとお祝いし、盛り上げていくために

ハ タ チ に

09 08No.342 ◎2023．12.７



市役所からのHOT LINE 市役所からのHOT LINE
　
市
は
令
和
６
年
度
自
然
保
護
指

導
員
と
自
然
公
園
保
護
管
理
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
十
和
田
八
幡
平
国

立
公
園
や
自
然
保
護
な
ど
に
関
す

る
知
識
、
登
山
道
管
理
業
務
に
必

要
な
体
力
を
有
し
、
刈
払
い
機
な

自
然
守
る
保
護
指
導
員
と

公
園
保
護
管
理
員
を
募
集

■
応
募
期
限　
１
月
31
日
㈬

■
面
接
日　
２
月
下
旬
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観

光
課
観
光
振
興
係（
☎
・
内
線

１
３
１
２)

詳細はこちら﻿

ど
の
操
作
が
で
き
る
健
康
な
人

■
募
集
人
数

▽
自
然
保
護
指
導
員　
１
人

▽
自
然
公
園
保
護
管
理
員　
８
人

■
業
務
期
間　
６
年
４
月
１
日
㈪

か
ら
11
月
30
日
㈯
ま
で

■
業
務
内
容　
登
山
道
の
整
備

（
刈
り
払
い
、
倒
木
撤
去
な
ど
）や

啓
発
活
動
な
ど

■
応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
商
工
観
光
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
商
工
観

光
課
か
ら
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

空
家
等
対
策
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
空
家
等
対
策
計
画
や
対
策

の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す

る
、
空
家
等
対
策
協
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
要
件　
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま

で
の
要
件
を
全
て
を
満
た
す
人

⑴
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す

る
18
歳
以
上
の
人

⑵
本
市
の
職
員
や
市
議
会
議
員
で

な
い
人

⑶
年
に
１
回
か
ら
２
回
、
平
日

に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
人

■
募
集
人
数　
２
人

■
任
用
期
間　
委
嘱
の
日
か
ら
２

年
間

■
応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
防
災
安
全
課
に

持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市

産
前
産
後
期
間
相
当
分
の

国
保
税
を
減
額
し
ま
す

　
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
や
次

世
代
育
成
支
援
を
目
的
に
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
が
出
産
す
る
場

合
に
、
産
前
産
後
期
間
に
相
当
す

る
分
の
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額

す
る
制
度
が
令
和
６
年
１
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

■
対
象
者　
令
和
５
年
11
月
以
降

に
出
産
予
定
ま
た
は
出
産
し
た
人

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日
以
上
の
分

娩
を
い
い
、
早
産
、
死
産
、
流
産
、

人
工
妊
娠
中
絶
を
含
み
ま
す

■
対
象
期
間　
出
産
予
定
月
ま
た

は
出
産
日
の
属
す
る
月
の
前
月
か

ら
４
カ
月
間
※
多
胎
妊
娠
の
場
合

は
、
出
産
予
定
月
ま
た
は
出
産
日

の
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６

カ
月
間

■
減
額
の
内
容　
対
象
と
な
る
期

間
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額

■
申
請
方
法　
出
産
予
定
日
や
出

産
す
る
人
の
名
前
が
分
か
る
書
類

（
母
子
健
康
手
帳
な
ど
の
写
し
）を

持
参
の
上
、市
民
課
国
保
年
金
係
の

窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
▼
国
保
の
資

格
＝
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎・内

線
1
0
7
7
）▼
国
保
の
税
額
＝

税
務
課
市
民
税
係（
☎
・
内
線

1
1
2
7
）

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
１
人
募
集
し
て
い
ま
す

　
市
は
令
和
６
年
度
採
用
の
市
移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
要
件　
次
の
⑴
か
ら
⑷
ま

で
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

⑴
心
身
が
健
康
で
、
地
域
の
実
情

を
理
解
し
活
動
で
き
る

⑵
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得

か
ら
１
年
以
上
経
過
し
、
日
常
的

に
普
通
自
動
車
を
運
転
で
き
る

（
A
T
限
定
可
）

⑶
パ
ソ
コ
ン
や
S
N
S
の
一
般

的
な
操
作
を
行
う
業
務
が
で
き
る

⑷
一
般
職
員
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い

■
業
務
内
容　
移
住
や
定
住
の
相

談
や
情
報
発
信
な
ど

■
募
集
人
数　
１
人

■
任
用
期
間　
１
年（
最
大
３
年
）

■
応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
が
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
本
人
か

ら
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納

付
猶
予
ま
た
は
全
額
、
も
し
く
は

一
部
が
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
の
割
合
に
応
じ
て
一

定
の
年
金
額
が
保
証
さ
れ
る
ほ

か
、
万
が
一
の
際
の
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
な
ど
の
保
障
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
本

庁
ま
た
は
各
支
所
、
近
く
の
年
金

事
務
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
日
本
年
金

機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル（
☎
0
5
7
0・0
0
3・

0
0
4
）、
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎・
内
線
１
0
7
2)

異
文
化
理
解
を
深
め
る

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す

　
市
は
市
民
が
異
文
化
理
解
を
深

め
る
機
会
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
の
国
際
交
流
員
に
よ
る
異
文

化
理
解
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　
市
内
で
活
動
す
る
団
体
、

学
校
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
※
募
集
人

数
は
最
小
５
人
か
ら
最
大
40
人

■
費
用　
無
料

■
日
時・
場
所　
申
し
込
み
時
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
座
の
内
容　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
教
育
制
度
や
農
業
、
講
師
出

身
地
に
つ
い
て
の
紹
介
な
ど

■
申
込
方
法　
依
頼
書
に
記
入

の
上
、
商
工
観
光
課
に
持
参
、
郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
依
頼
書
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

明
る
い
選
挙
を
願
っ
て

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、５
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
八
幡
平
市
入
賞
作
品
展
を

開
き
ま
す
。

■
期
間　
12
月
22
日
㈮
か
ら
６
年

１
月
14
日
㈰
ま
で

■
場
所　
市
役
所
結
の
ひ
ろ
ば

■
問
い
合
わ
せ
先　
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局（
☎・内
線
1
2
2
0
）

計
画
案
へ
の
意
見
を
募
集

　
盛
岡
広
域
環
境
組
合
で
は
、
県

央
ブ
ロ
ッ
ク
管
内（
盛
岡
市
、八
幡

平
市
、
滝
沢
市
、
雫
石
町
、
葛
巻

町
、
岩
手
町
、
紫
波
町
、
矢
巾
町
）

に
お
け
る
計
画
的
な
ご
み
処
理
の

推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針
と

な
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
12
月
21
日
㈭
か
ら

６
年
１
月
15
日
㈪
ま
で

■
計
画
案
閲
覧
場
所　
市
民
課
ま

子
育
て
応
援
在
宅
育
児

支
援
金
を
支
給
し
ま
す

　
市
は
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
保
育
所
な

ど
を
利
用
せ
ず
在
宅
で
育
児
を
行

う
世
帯
に
対
し
、
子
育
て
応
援
在

宅
育
児
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
児
童　
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま

で
の
全
て
を
満
た
す
児
童

⑴
市
内
に
住
所
を
有
す
る
児
童

⑵
養
育
す
る
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童

の
う
ち
、
生
後
８
週
を
超
え
満
３

歳
未
満
の
第
２
子
以
降
の
児
童

⑶
保
育
所
な
ど
に
入
所
し
て
い
な

い
児
童

■
支
給
要
件

▽
育
児
休
業
給
付
金（
公
務
員
は

育
児
休
業
手
当
金
）を
受
給
し
て

い
な
い

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

▽
暴
力
団
員
や
暴
力
団
と
関
係
し

て
い
な
い

■
支
給
期
間　
対
象
の
児
童
が
生

後
８
週
を
超
え
た
月
の
翌
月
か
ら

３
歳
に
到
達
す
る
月
ま
で
。
※
申

請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
支
給

■
支
給
額　
対
象
の
児
童
１
人
に

つ
き
、
1
月
あ
た
り
１
万
円

■
申
請
方
法　
地
域
福
祉
課
ま
た

は
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
の
窓

口
で
申
請
書
の
配
布
、
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

■
支
給
方
法　
申
請
者
が
指
定
す

る
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
支
給

日
は
毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
の

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

か
ら
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
防
災
安
全
課
か

詳細はこちら﻿

　
市
は
令
和
６
年
度
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験（
追
加
募
集
）を

行
い
ま
す
。

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施

■
受
験
案
内　

市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日　
６
年
１
月
14
日
㈰

■
試
験
会
場　
八
幡
平
市
役
所

■
申
込
期
限　
12
月
26
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
行
政

係（
☎
・
内
線
１
２
３
１
）

詳細はこちら﻿

■
申
込
期
限　
12
月
22
日
㈮
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
定
住
促
進
係（
☎
・
内
線

1
4
5
4
）

ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
６
年
１
月
12
日
㈮

ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安

全
課
地
域
安
全
係（
☎
・
内
線

１
２
６
５)

年
３
回
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

児
童
福
祉
係（
☎・内
線
1
1
0
4
）

m
orioka-env.jp

）で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
※
電
話
や
口
頭
に
よ

る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

　

郵
送
は
１
月
15
日
㈪
必
着
で
、

そ
の
他
は
同
日
17
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
盛
岡
広
域
環

境
組
合（
☎
0
1
9
・
6
1
3
・

7
6
5
3
）、
市
民
課
環
境
衛
生

係（
☎
・
内
線
1
0
7
1
）

た
は
西
根
・
安
代
総

合
支
所
各
窓
口
の

他
、
下
記
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
意
見
提
出
先　

〒
0
2
0

・

8
5
3
1　

盛
岡
市
若
園
町
２

番
18
号　
盛
岡
広
域
環
境
組
合

■
提
出
方
法　
任
意
の
様
式
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
を

記
載
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス（
0
1
9・
6
2
3・

5
5
5
3
）、メ
ー
ル（kum

iai@

計画案はこちら﻿

■発熱など症状がある場合は
　かかりつけ医またはいわて健康フォ
ローアップセンターに電話相談を
▶いわて健康フォローアップセンター

（☎0570-089-005＝24時間対応）または可
能な限り平日・日中に外来対応医療機関
へ相談・受診
▶外来対応医療機関は右の
ＱＲコードを参照

新型コロナウイルス感染症についての相談先

す
る
か
商
工
観
光

課
か
ら
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

■
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観

光
課
観
光
振
興
係（
☎
・
内
線

1
3
1
4)

初
級
土
木【
1
人
】

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

看
護
師【
若
干
名
】

看
護
師
免
許（
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）を
有
し
、
昭

和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

市税納期（納期限1月31日）　国民健康保険税（第7期）

ピ ッ ク ア プッイ トベン

移動ミニ企画展「昔と大昔のくらしの道
具」１月19日～２月３日　大更コミセン

市消防団員の防火・防災の決意新たに
「市消防出初式」1月7日　市役所本庁舎前

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：００～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　 9：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初診を受
け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

１月19日㈮
10：0０～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 1月11日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1062 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
白樺薬局（☎74-3363） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
すみれ薬局（☎78-8075） そうごう薬局花輪店（☎31-0161）
大更調剤薬局（☎70-1320） 村木薬局（☎22-0372）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
トライ薬局（☎78-8224） 薬局高橋屋（☎37-4700）
さいとう薬局（☎72-2130） すみれ調剤薬局小坂店（☎29-5121）

けまない調剤薬局（☎22-6041）
ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）
病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は9：00）から受け
入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療所が診
療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。今後の動
向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブサイトで確認して
ください。

12月18日〜1月21日

毎
週
金
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日
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後
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ら
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岩
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３
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町
情
報
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信
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H
i
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i
n
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は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

 小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■クリスマスお話会　14：30～
15：00（図書館）

■田山スキー場オープン　
■クリスマスお話会　11：00～
11：30（図書館）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）柏台薬
局・（鹿角）日本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■図書館休館日

■博物館休館日
■図書館休館日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）そうごう薬局花輪店

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）すみれ薬局・（鹿角）
村木薬局、花輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■田山クロスカントリー大会
（田山グラウンド）※８日まで
■市消防出初式　10：40～（市
役所本庁舎前）
▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）リリィ薬局西根店・
（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■県中・高校スキー大会、（安
比高原スキー場、田山グラウン
ド、矢神飛躍台）※１５日まで
■県スキー選手権大会ノル
ディック種目（田山グラウン
ド、矢神飛躍台）※１５日まで
■おはなしのじかん　11：00～
11：30、14：30～15：00（図書館）
■Story Time　15：00～15：30

（図書館）

■日本遺産“奥南部”漆物語を
学び・語る会　13：25～16：00

（五日市コミセン）P14参照

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）すみれ薬局・（鹿角）花
輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■県民体育大会スキー競技会
（安比高原スキー場、田山グ
ラウンド、矢神飛躍台）※21日
まで
■どぐうちゃんをつくろう　　
10：00～12：00（博物館）

■市民ソフトバレーボール大
会　9：00～（市総合運動公園
体育館）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）白樺薬局・（鹿角）日本
調剤鹿角薬局

23	 24	

31	

6	 7	

13	 14	

20	 21

30	

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■定例行政相談  9：30～12：00

（市役所本庁舎、大更コミセン）

■図書館休館日
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■定例行政相談　9：30～12：00
（安代総合支所）
■献血　9：30～12:00（JA新
いわて八幡平営農経済セン
ター）、14：00～16：30（市役所
結のひろば）
■骨盤体操　10：00～11：00
（市総合運動公園体育館)

■本のクリニック　10：00～
15：00(図書館)

■明るい選挙啓発ポスターコ
ンクール市入賞作品展（市役所
結のひろば）※１月１４日まで

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■ み ん な の ス キ ー 教 室　　　
9：30～15：00（八幡平リゾート
パノラマスキー場）※２７日まで

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）

■図書館休館日（図書整理日） ■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■元日
■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■インドアノルディック
ウォーキング　10：00～11：00

（市総合運動公園体育館)

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）大湯リハビリ温泉病院
▶当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）薬局高橋屋

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）大更調剤薬局・
（鹿角）すみれ調剤薬局小坂店

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）福永医院▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）けまない
調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■成人の日
■市役所閉庁日
■平笠裸参り　9:00宮田神社
発～八坂神社

■博物館休館日
■図書館休館日
■チューブトレーニング　
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館)
■乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■移動図書　13：00～15:00
（荒沢方面）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■移動図書　12：00～14:30
（田山方面）
■移動図書　12：50～14：50
（松尾地区内）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日
■献血　10：00～12：00（安代
総合支所）
■移動図書　13：00～14：40

（松尾地区内）

■のびのび健康体操教室　
10：00～11：00(田頭コミセン)

▶当番医（市内）エールクリ
ニック八幡平・（鹿角）未定　
▶当番薬局（市内）トライ薬局、
さいとう薬局・鹿角）黒沢薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■定例行政相談  9：30～12：00

（市役所本庁舎、大更コミセン）

■図書館休館日
■寄木裸参り
■１歳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■姿勢改善エクササイズ　
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館）
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■２歳６カ月児歯科健診 
【受付】　14：00～14：15（市
役所多目的ホール棟）

■チューブトレーニング　
10：00～11：00（安代地区体育
館)
■本のクリニック　10：00～
15：00（図書館）

■移動ミニ企画展「くらべて
みよう！昔と大昔のくらしの
道具」（大更コミセン）※２月
３日正午まで

１/1	

8	

12/18	 19	 20	 22	

25	 27	 28	 29	

2	 3	 4	 5	

9	 10	 11	 12	

26	

21	

15	 16	 17	 18	 19	

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） かづの厚生病院（☎23-2111）
平舘クリニック（☎74-3120） 鹿角中央病院（☎23-4131）
八幡平市立病院（☎76-3111） 大里医院（☎22-1251）
エールクリニック八幡平（☎75-2355） 大湯リハビリ温泉病院（☎37-3511）

小坂町診療所（☎29-5500）
福永医院（☎35-3117）

▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎019-654-1080）

※写真は過去の様子です

市税納期（納期限12月25日）　市県民税（第4期）、国民健康保険税（第6期）

田山クロスカントリー大会（１月７日）を皮
切りに各種スキー大会が開幕　種目別会場

無病息災と五穀豊穣を願い地域を練り歩く
「平笠裸参り」１月８日、「寄木裸参り」16日
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
◆掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
◆掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事
を優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1103

子育てＮＥＷＳ

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1102

◆申し込み対象　小学１年生から６年生までの児
童で、保護者が仕事などで昼間に保育することが
できないと認められる場合。

　市内の各学童保育クラブでは、6年度学童保育
クラブの入会申し込みを受け付けます。

学童保育クラブの入会学童保育クラブの入会
申し込みを受け付けます申し込みを受け付けます

◆申込書の配布　各学童保育クラブ
◆申込期限　6年２月29日㈭　ただし、①杉の子
ホームは随時受け付けます。

市
内
保
育
施
設
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

市
内
保
育
施
設
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

施設名
公
立
寺田保育所 松尾保育所
柏台保育所 田山保育所

私
立

東慈寺保育園 杉の子こども園
（保育認定）

森の子保育園
（小規模保育）

平舘こども園
（保育認定）

大更こども園
（保育認定）

あしろこども園
（保育認定）

畑保育園
（小規模保育）

ままいろはうす
（家庭的保育）

■市内保育施設の一覧

■
申
し
込
み
対
象　
0
歳
か
ら
5
歳

ま
で
の
児
童
で
、保
護
者
が
就
労（
１

カ
月
60
時
間
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上
）、
妊
娠
、
出
産
、

疾
病
、
介
護
、
災
害
、
求
職
な
ど
を

理
由
に
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合

　
産
休
・
育
休
中
の
保
護
者
で
復
職

す
る
場
合
や
3
月
末
ま
で
に
転
入
予

定
で
住
所
が
確
定
し
て
い
る
場
合
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
求
職
中
の
場
合
は
、
入
所
期
間
が

３
カ
月
で
短
時
間
保
育
と
な
り
ま
す
。

■
必
要
書
類　
入
所
申
込
書
な
ど

は
、12
月
20
日
㈬
か
ら
地
域
福
祉
課
、

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
、
田
山
支

所
お
よ
び
各
保
育
施
設
に
備
え
付
け

ま
す
。
必
要
書
類
は
各
家
庭
の
状
況

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
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す
で
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は
、

入
所
施
設
か
ら
現
況
届
な
ど
の
必
要

書
類
を
配
布
す
る
の
で
、
施
設
に
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
6
年
１
月
４
日
㈭
か

ら
19
日
㈮
ま
で　
※
平
日
の
み

■
受
付
場
所　
地
域
福
祉
課
、
西

根
・
安
代
各
総
合
支
所
ま
た
は
田
山

支
所
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項　

▼
対
象
年
齢
や
保
育
の
実
施
内
容
は

各
保
育
施
設
で
異
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
、
入
所

調
整
し
ま
す
。

▼
満
３
歳
以
上
で
、幼
稚
園
ま
た
は
、

こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部
門
の
申
し
込

み
は
、
直
接
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
入
所
の
可
否　
入
所
の
基
準
を
満

学童保育クラブ名 電話番号 学童保育クラブ名 電話番号
①杉の子ホーム 76-3345
　▶問い合わせ先　杉の子こども園（☎76-3345）
②大更学童保育クラブ 70-1771 ③大更第二学童保育クラブ 70-1771
④東大更学童保育クラブ 70-1503 ⑤平笠学童保育クラブ 68-7156
　▶②～⑤の問い合わせ先　ＮＰＯ法人あそぼっこ（☎68-7677）
⑥田頭学童保育クラブ 76-3205 ⑦平舘学童保育クラブ 080-5567-4011
⑧寺田学童保育クラブ 77-1133 ⑨松野学童保育クラブ 74-4071
⑩寄木学童保育クラブ 76-2171 ⑪柏台学童保育クラブ 78-3153
⑫あしろ学童保育クラブ 72-2644 ⑬田山学童保育クラブ 080-5575-0383
　▶⑥～⑬の問い合わせ先　ＮＰＯ法人七時雨いきいきネットワーク（☎77-2750）

　
市
は
6
年
度
保
育
施
設
の
入
所
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

た
し
て
い
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か
ど
う
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審
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後
、
保
育

の
必
要
性
の
高
い
順
に

入
所
決
定
し
、
３
月
上

旬
こ
ろ
に
入
所
の
可
否

を
通
知
し
ま
す
。

申し込みの詳細﻿施設の詳細﻿

詳細はこちら﻿

◆提出書類など　入会申込書、就労証明
書または申立書、スポーツ安全保険加入
金（１人当たり９００円）
◆申込先　入会を希望する学童保育クラブ
◆連絡・問い合わせ先　下表のとおり

岩手県学生会館では 
入寮生を募集します

　(公財）県学生援護会では、岩手
県学生会館（学生寮・東京都豊島
区）の６年度入寮生を募集します。
■応募資格　大学院、大学、短期
大学、専修学校に通学する県出身者
■選考日・受付期間　

社会が求める国家資格 
消防設備士試験を実施

　（一財）消防試験研究センター県
支部では、消防設備士試験を盛岡
市内で行います。
■試験日　６年2月17日㈯
■申請期間　▶電子申請　1月2
日㈫から9日㈫午後５時まで▶書
面申請　1月5日㈮から12日㈮ま
で（消印有効）　

詳細はこちら﻿

■問い合わせ先　同セン
ター県支部（☎019-654-
7006）　

詳細はこちら﻿

■選考方法　書類審査
■問い合わせ先　同会館

（☎03-3972-4783）

選考日 受付期間
① ６年２月1６日㈮ 1月９日㈫～

２月13日㈫　　
② ６年3月１１日㈪ 2月17日㈯～

3月6日㈬　　
①は、選考日までに進学先が決定する人のみ

■講演会日時　２月４日㈰午後１
時半から３時まで※要予約
■予約・問い合わせ先　同大学岩
手学習センター（☎019-653-7414）

春休みの期間を利用して 
海外研修してみませんか

　（公財）国際青少年研修協会で
は、小学３年生から高校３年生まで
を対象に海外研修交流事業の参加
者を募集しています。
■研修国　イギリス・オーストラ
リア・カナダ他４カ国
■日程　6年３月24日㈰から４月
5日㈮までのうちの13日以内

詳細はこちら﻿

■申込期限　１月30日㈫
■問い合わせ先　同協会

（☎03-6825-3130）

いつでも誰でも学べる 
放送大学の入学生募集

　放送大学では、６年度入学生を

資料請求はこちら

募集しています。
■出願期限　▶6年2月
２９日㈭▶３月１２日㈫

説明会・講演会
の詳細﻿はこちら

◎大学説明会・講演会
■説明会日時　３月３日
㈰午前１０時半から１１時半
まで※終了後、個別面談会

認定農業者を対象に 
雇用の研修会を開催

　八幡平農業改良普及センターで
は、農業における労働力の確保・
育成を考える研修会を開きます。
■日時　5年12月19日㈫午後１時
半から３時半まで
■場所　岩手広域交流センタープ
ラザあい（岩手町）

県外に住む家族や友人へ 
Uターン・移住のススメ

　県では、県外在住者を対象に「い
わておかえり年末年始キャンペー
ン」で岩手で働く魅力をPRします。
　県公式の就職情報サイト「シゴト
バクラシバいわて」に新規登録した

登録はこちら﻿

■対象期間　5年１２月２３日㈯から
６年１月２１日㈰まで　
■問い合わせ先　県定住推進・雇
用労働室（☎019-629-5588）

人の中から抽選で「いわ
て牛五ツ星」などの県産
品をプレゼントします。

■申込期限　5年12月12日㈫
■予約・問い合わせ先　同セン
ター（☎75-2233）

■申込先　岩手県北自動車㈱へ
ファクス（019-641-5588）または五
日市・浅沢・畑コミセンへ申込書
を持参
■問い合わせ先　岩手県北自動
車㈱（☎019-641-2222）

日本遺産“奥南部”漆物語を 
学び・語る会を開催します

　日本遺産“奥南部”漆物語推進協
議会では、地域の人や興味のある
人を対象に基調講演と意見交換会
を行います。
■日時　6年1月14日㈰　▶講演
会①「幅広く漆を学び漆の多様性
について語る」　午後1時25分から　
▶講演会②「ガストロノミーツー
リズムとして期待される日本遺産

“奥南部”漆物語、守り続けたい（提
供いただきたい）観光コンテンツ」　

詳細はこちら﻿

午後２時10分から▶意見
交換会　午後3時から
■場所　五日市コミセン

国の平和と安全守る 
自衛官候補生を募集

　自衛隊では、6年3月下旬から
４月上旬に入隊予定の自衛官候補
生を募集しています。
■試験日　6年1月20日㈯
■対象者　18歳以上33歳未満の人
■申込期限　6年1月４日㈭
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎019-
641-5191）
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。

　生徒会長・ソフトテニス部

阿部 颯
そ う た

太さん
（普通科２年：安代中出身）

新生徒会役員認証式にて生徒を代表して
決意表明をする阿部さん（左から２番目）

45

本校が朗読ボランティア「ほおずきの会」（瀬川愛
子会長）の活動に加わり３年目になりました。本年
は16人の平高生が希望し、毎月第３水曜日に輪番で
ボランティアメンバーとして活動しています。
　目の不自由な人に「広報はちまんたい」を音声で届
ける声のボランティア活動では、平高生は主に「平高
通信、博物館、図書館だよ
り、花輪線で出掛けよう」
のページを担当し、意欲的
に取り組んでいます。ほお
ずきの会の副会長で本校
書道講師の関山幸子先生
からは「言葉の確認をしな 音声の録音本番に臨む生徒

がら読む練習をする姿に感心しています。利用者か
らとても喜ばれていて、ぜひ継続してほしいです」と
評価をいただいています。これからも高校生らしい
爽やかな声が届けられるよう頑張ります。

りんとした表情で制服を着用
する家政科学科（１年）の生徒

◆音で言葉を届ける　～朗読ボランティアの活動～

◆地域の支援を受けて学びを深めています
市から平舘高等学校教育振興会に、本年度の教育

振興促進事業費補助金として745万円の助成をいた
だいています。補助金は制服購入費や通学定期補助
のほか、部活動強化、進路指導などさまざまな教育
活動に活用しています。
　昨年度から実施している
制服購入費の補助は、男子
用が3万円、女子用が4万円

（昨年度は３万円）と、割高
な女子用の制服購入費への
補助額が手厚くなりました。

地域とともに歩む平舘高校

平高noteは
こちら﻿から

平高HPは
こちら﻿から

平高公認キャラクター

「平
ひらまる

丸くん」

■人口の動き【10月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,443（－9） 6,321（+２）
松 尾 5,384（－6） 2,581（+5）
安 代 3，754（－15） 1,708（－11）
合 計 23,581（－30） 10,610（－4）
男 性 11,382（－9）
女 性 12,199（－21）

出生 2 死亡 42
転入 47 転出 37

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

健やかに

（行政区・性別・保護者）

　

　

　

　

　

　

お幸せに

（
（

（

項 目 10月 １月からの累計

人身事故 ４（2） 23（18）
物損事故 45（32） 386（362）
負 傷 者 4（2） 25（30）
死 者 0（0） 0（1）
飲酒運転 0（1） ４（1）
火 災 ２（0） 5（13）
救 急 138（95） 1,168（1,134）
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※個人情報保護の観点から、ホームページには掲載しないこととしました。 

安らかに安らかに
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博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館ＨＰはこちら﻿

◆読書マラソンがラストスパート
　読書マラソンは12月27日㈬までです。参加者はスタン
プカードを６年１月15日㈪までに提出してください。

◆冬季の開館時間変更・年末年始の休館のお知らせ
　12月１日㈮から６年３月31日㈰までの期間、図書
館の開館時間が下記の通り変わります。
▶開館時間　午前9時から午後６時まで
　　　　　　（日曜・祝日は午後５時まで）

▶年末年始休館日　12月28日㈭から６年１月３日㈬まで
※12月28日は図書整理日のため休館です。休館中の返
却は、返却ポストを利用してください（視聴覚資料は
除く）。

※松尾・荒屋両コミセン図書室の開館時間は変更あ
りません。

▶休館日（変更なし）　毎週火曜日、毎月最後の平日

『花・庭木病害虫大百科　全７巻』

『写真と歴史でたどる日本近代建築大観　全３巻』

　農山漁村文化協会編／農山漁村文化協会
　1・2年生草花から庭
木、緑化樹、シバまで

　　　　　石田 潤一郎・米山 勇監修／国書刊行会
　日本近代建築の内外観をオールカラーで掲載。近
代建築の歴史的背景や建築にまつわる逸話、ゆかり
の人物も紹介。岩手からは旧第九十銀行本店本館と
旧盛岡銀行本店が掲載されています。

◆新着ピックアップ

265品目の病害1156、害
虫530を網羅した病害虫
百科です。プロから家庭
の園芸まで幅広く使え
ます。

博物館ＨＰはこちら﻿

展示資料紹介「鈴木式ロクロ」

　本館で常設展示中の木
き じ し

地師の道具「鈴木式ロクロ」
を紹介します。
◆一度に大量の木地を作ることが可能に
　木地師が漆器の土台となる木地を削りだして作る
ときにロクロといわれる道具を使います。鈴木式ロ
クロは明治時代に福島県会津地方で考案された、水
車を動力として木地を作るロクロです。擦り型とい
うガイドのようなものを使うことで、同じサイズの
木地を大量に挽

ひ

くことが可能になりました。それま
では「手引きロクロ」を使って、ナビキ（縄引き）と挽

ひ

き
師の二人一組で木地を作っていましたが、動力が人
力から水力に変わったことで労力が軽減し、荒取り
した木地（荒型）を手斧で細かく成形する作業も不要
となりました。作業能率は手引きロクロの約3倍で、
1日に400枚、多い時で600枚の木地を挽

ひ

くことができ

たそうです。
　当館の鈴木式ロクロは、安比川流域最後の木地師・
藤村金

き ん さ く

作氏(1912～2002)の父親が制作したものです。

鈴木式ロクロ（市博物館蔵）

◆木地師の生業を知る資料のひとつ
　戦後になると、水車動力から電動ロクロに変わり
ましたが、その頃には安比川流域での木地作りは衰
退していきます。鈴木式ロクロをはじめ、手斧、ロ
クロカンナ、擦り型など木地師の道具はさまざまあ
り、平成22年に上記の道具類を含めた259点が木地師
の生業を考察する上で貴重な「安比川上流域の木地
師関係資料」とし
て岩手県有形民俗
文化財に指定され
ました。これらの
うち、一部の資料
は本館で常設展示
中です。

安比高原駅

　国道282号線を南下しス
ノーシェルターを抜けた先
には龍ヶ森小瀧があり、春
から秋までひとときの涼を

　安比高原駅は昭和63（1988）年に龍ヶ森
駅から現在の駅名になりました。平成9

（1997）年には上野駅から安比高原駅間で
寝台特急の運行が開始され、首都圏から多
くの観光客が訪れました。
　そんな安比高原駅を降り立ち、令和４年８
月に開校したハロウインターナショナルス
クール安比校を右手に、道なりに10分ほど歩
くと『江

え ぞ え

副浩
ひ ろ ま さ

正記念碑』があります。安比高原
スキー場の開発などを手掛けた実業家、江副
氏の業績を記念し遺族により建てられた記
念碑は、白い花こう岩を組み合わせたデザイ
ンで、内側には安比高原スキー場のシンボル
マークがあしらわれています。　一大リゾー
ト地となった安比高原スキー場に臨む斬新
な記念碑を見に行きませんか。

安比高原駅から徒歩10分　スキー場開発の偉業をしのぶ

　JR花輪線の魅力と駅周辺の見どころを紹介。
　列車に揺られて、のんびりと市内の名所を楽しんでみませんか。

第６回目は

安
比
高
原
駅

ハロウ
インターナショナル
スクール安比校

丸大食堂

江副浩正記念碑

コンビニエンスストア

龍ヶ森小瀧

楽しむことが
できます。

碑に埋め込まれた雪ウサギのモチーフ

角柱形の現代的な記念碑

Vol.109

はちまんたい通信

ふるさとCM大賞の応募作品に出演した松野小
の児童と完成試写会後の記念写真

今月の担当

岡堀 真
ま あ さ

麻 さん
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た
こ
と
や
暮
ら
し
の
情
報

を
伝
え
て
い

け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

来
月
は
八
幡
平
キ
ッ
チ
ン
を
掲
載
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
感
じ

た
市
内
の
特
徴
や
魅
力

を
踏
ま
え「
第
21
回
I
A
T
ふ

る
さ
と
C
M
大
賞
」へ
応
募
す

る
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
人
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
八
幡
平
市
な
ら
で
は
を

楽
し
め
る
よ
う
な
題
材
に
こ
だ

わ
っ
て
作
り
ま
し
た
。
完
成
し

た
C
M
は
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ

で
来
年
１
月
に
正
月
特
番
と
し

て
放
送
さ
れ
、
２
月
上
旬
か
ら

地
上
波
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

配
信
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

期
待
し
て
く
だ
さ
い
。
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防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

空
き
家
の
管
理
・
処
分

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

関
係
機
関
が
連
携
し
て

山
岳
遭
難
に
対
応
し
ま
す

安全

　
市
は
司
法
書
士
な
ど
専
門
知
識
を
有
す

る
人
を
相
談
員
と
し
て
、
空
き
家
相
談
会

を
開
き
ま
す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
空

き
家
の
問
題
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

◎
日
時　
令
和
６
年
１
月
21
日
㈰　
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で

◎
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン

◎
相
談
内
容

①
相
続
や
登
記
に
関
す
る
こ
と

②
敷
地
の
境
界
確
認
に
関
す
る
こ
と

③
不
動
産
取
引
に
関
す
る
こ
と

④
空
き
家
の
改
修
や
解
体
に
関
す
る
こ
と

◎
相
談
員　
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
宅
地
建
物
取
引
士
、
建
築
士

◎
定
員　

10
人
程
度（
相
談
時
間
30
分
以
内
）

◎
申
込
期
限　

１
月
12
日
㈮

◎
申
込
方
法　
申
込
書
を
防
災
安
全
課
に

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
電
話
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安

全
課
地
域
安
全
係（
☎
・
内

線
１
２
６
５
、
フ
ァ
ク
ス

74
・
２
１
０
２
）

 

市
は
八
幡
平
地
域
で
の
登
山
な
ど
に

よ
る
遭
難
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業
の
実
施
や
、
事
故
が
発
生

し
た
と
き
の
救
援
活
動
を
目

的
に
、
市
遭
難
対
策
委
員
会

を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
遭
難
事
故
が
発
生
し
た
と

き
、
実
際
に
現
地
に
向
か
い
救
助
に
当
た

る
八
幡
平
遭
難
対
策
委
員
会
捜
索
救
助
隊

（「
通
称：
八は

ち
そ
う
た
い

遭
隊
」、隊
長
田
中
耕こ

う
い
ち一
、
隊

員
17
人
）を
編
成
。八
遭
隊
は
登
山
ル
ー
ト

の
現
状
確
認
と
遭
難
事
故
発
生
時
に
備
え

た
訓
練
を
、
秋
季
と
厳
冬
期
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
10
月
７
日
の
秋
季
訓
練
に
は
、

八遭隊による捜索や
救助は有料です

八
幡
平
消
防
署
、
秋
田
県
鹿
角
消
防
署
の

署
員
と
岩
手
県
防
災
航
空
隊
の
隊
員
を
含

む
21
人
が
参
加
。
ぶ
な
の
駅
～
大
黒
森
～

茶
臼
岳
～
八
幡
平
山
頂
の
ル
ー
ト
で
行

い
、
登
山
道
の
点
検
や
防
災
ヘ
リ
と
の
連

携
に
よ
る
救
助
訓
練
、
無
線
や
携
帯
電
話

の
通
信
エ
リ
ア
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
八
遭
隊
の
出
動
は
、
平
成
29
年
の
出
動

を
最
後
に
、
こ
こ
数
年
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
令
和
５
年
に
入
り
２
件
の
出
動
が

あ
り
ま
し
た
。
厳
冬
期
に
入
る
と
、
バ
ッ

安全

詳細はこちら﻿

詳細はこちら﻿

ク
カ
ン
ト
リ
ー
や
冬
山
登
山

を
楽
し
む
入
山
者
が
増
え
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
登
山
を

す
る
際
は
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
地
域
安

全
係（
☎
・
内
線
１
２
６
５
）

冬山登山に注意﻿

　
明
治
６（
１
８
７
３
）年
８
月
に
大
更
学

校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
本
年
で
１
５
０
周

年
を
迎
え
た
大
更
小
学
校
で
１１
月
４
日
、

記
念
の
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
髙
橋
司つ

か
さ

校
長
は「
大
更
小
は
開
校
以
来
、

厳
し
い
歴
史
の
移
り
変
わ
り
や
試
練
に

堂
々
と
耐
え
、幾
多
の
有
為
な
人
材
を
輩
出

し
て
き
た
」と
挨
拶
。
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や

学
校
活
動
に
貢
献
し
た
人
へ
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。
ま
た
、記
念
事
業
実
行
委
員
会

の
遠
藤
忠た

だ
し志
会
長
は「
１
５
０
年
を
振
り
返

る
と
、
大
戦
は
も
と
よ
り
、
校
名
変
更
や
渋

川
小
、東
大
更
小
の
統
合
な
ど
を
経
な
が

ら
、
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
は

地
域
の
強
い
思
い
と
、
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
」と
関
係
者
の
支
援
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、松
川
一
の
宮
太
鼓
や
同
小
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
、西
根
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏

大更小学校創立150周年を迎え記念の式典を開催

で
節
目
を
祝
う
と
、引
き
続
く
児
童
の
発
表

で
は
、
学
校
の
歴
史
を
群
読
や
歌
で
表
現

し
、未
来
に
向
け
自
分
が
出
来
る
こ
と
に
全

力
で
取
り
組
む
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

大
更
小
は
式
典
に
先
立
つ
１０
月

２０
日
に
、
全
校
児
童
が
自
分
の
将
来

の
夢
や
希
望
を
書
い
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
埋
設
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
カ
プ
セ
ル
は
20
年
後
の
令
和
25

（
２
０
４
３
）年
に
開
封
予
定
で
す
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設

開
封
は
20
年
後
を
予
定

〝
秀す

ぐ

れ
し
人
〟を
育
て
る

明
治
か
ら
令
和
ま
で
５
つ
の
時
代
・
３
つ
の
世
紀
に
わ
た
り

〝
秀す

ぐ

れ
し
人
〟を
育
て
る

明
治
か
ら
令
和
ま
で
５
つ
の
時
代
・
３
つ
の
世
紀
に
わ
た
り

大更小

th

歴代 PTA会長らに感謝状が贈られました

合唱曲「PRIDE」を元気に歌う４年生児童﻿

思いを込めカプセルを埋設﻿

　松尾中学校は10月21、22の両日、俳優の倍賞千
ち え こ

恵子さんと
作曲家で夫の小六禮

れ い じ ろ う

次郎さんを招き、昨年度の学校創立70周
年の記念に製作した記念碑の除幕式と文化祭を行いました。
　記念碑は、同校創立40周年にあたる平成４年の文化祭で
の来校をきっかけに、松尾中学校愛唱歌として倍賞さん、小
六さんから贈られた曲「約束」の歌詞が刻まれたもので、倍
賞さんは「お招きいただき、熱い力をいただいた。この歌は、
人生で大きな部分を占めるようになった」と述べました。
　同校のＰＴＡ会長を務める佐々木竜

りゅういち

一さんは「碑の製作
も含め、皆様の多大な協力をいただいた。生徒たちも合唱
練習や準備など、今日を迎えるにあたり、本当に頑張っ
た」と関係者に感謝するとともに生徒をねぎらいました。
　除幕セレモニーに先立ち、生徒が「約束」の合唱を披露
すると、倍賞さんが目頭を押さえる場面も見られ、生徒
は今後も「約束」を歌い継ぐことを誓いました。

　旧松尾村を舞台に撮影され、1975年に公開された映画「同胞」で主演を務
めた倍賞千恵子さん。映画公開から17年後の平成４年に、松尾中が倍賞さ
んと小六さんを文化祭に招き交流。この来校が縁で小六さんが作曲・編曲
し、倍賞さんが歌声を吹き込んだオリジナル曲「約束」（作詞は、故麻生香太
郎さん）が同校に贈られました。

松尾中に贈られた愛唱歌「約束」を全校合唱

記念碑を前に、生徒たちと気さくに写真撮影﻿

記念碑の除幕を喜ぶ倍賞さん（左）、小六さん﻿

希望と理想を胸に愛唱歌 “ 約束 ” を合唱
倍賞さん・小六さんを招き、70周年記念碑の除幕式、文化祭を開催松尾中

 +　　th

‐ 松尾中学校愛唱歌「約束」‐

１１

厳冬期の入山は 装備など十分な安全確保を
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

11月20日で100歳を迎えられた畠山チ
ヨさん＝大石平＝これからもお元気で
（11月20日、（特養）すずらんガーデン）

おいしい食べ物が並んだ出店ブースは子どもたちに大人気

荒屋新町駅周辺の写真を懐かしそうに眺める来場者

地域の交流と魅力を発信
荒屋新町駅前で初のマルシェと写真展を開催

　安代地区の若手経営者でつくる団体「i
イ チ ビ ズ ム

chibizm」は10
月29日、荒屋新町駅前で初めてとなる「あしろマルシェ」
を開き、訪れた約200人がイベントを楽しみました。
　駅舎では東日本旅客鉄道株式会社が主催する花輪
線の歴史写真展を同時開催。学生の時に花輪線を利
用していた立花秀

し ゅ う や

哉さんは「花輪線のおかげで楽し
く高校に通うことができたので、今後も走り続けて
ほしい。今日のようなイベントは街を盛り上げるた
めに毎年やってほしい」と期待を膨らませました。藤田貴良さん（松尾）の牛舎で牛の様子を観察する参加者

酪農の魅力に触れる交流会
岩大生が地域活動プログラムで農家と若者を結ぶ

　岩手大学の学生による団体「らくのうの夢」（海
う な か み

上
晴
は る か

香代表）は11月18日、若者に酪農への興味を持って
もらおうと市内で交流会を開きました。
　交流会には市内の酪農家９人のほか、岩大生や小学
生など８人が参加。牧場の牛舎を見学したほか、酪農
家の指導の下、生乳からチーズを製造するなどして酪
農への理解を深めました。仙北小３年の三浦紅

べ に

さんは
「初めてのことにチャレンジできた。乳製品を使った
ご飯を作ったのが楽しかった」と笑顔を浮かべました。

最優秀賞の（左から）山本琉心さん、畠山希乃さん、佐々木詩さん

目指す世界を絵で表現
テーマに合わせて平和な未来への思いを描く

　第36回平和ポスターコンテスト表彰式（西根ライ
オンズクラブ主催）は11月１日、市商工会館で行わ
れ、入賞者11人に賞状が手渡されました。
　「夢見る勇気を」をテーマに西根・松尾地区の小中学生
82人が応募。平和への願いを絵の具やクレヨンなどの画
材で色彩豊かに表現し、描き上げました。最優秀賞を受
賞した畠山希

き の

乃さん（松野小６年）は「自分の絵をたくさ
んの人に知ってもらえるとうれしい。見た人に平和の大
切さを感じてほしい」と思いを込めました。

11月６日で100歳を迎えられた佐々木
フミさん＝両沼＝これからもお元気
で（11月6日、介護老人保健施設希望）

西根中・松尾中のサッカー部員が、
ハロウ安比校の生徒とサッカー交流
（11月１日、ハロウ安比校グラウンド）

平舘青商会と平舘高美術部が12月14
日から点灯予定のイルミネーション
を準備（11月19日、平舘コミセン）

苦楽を共にした60年を喜ぶ
ダイヤモンド婚を迎えた市内の夫婦をお祝い

　市ダイヤモンド婚を祝う会（市社会福祉協議会主
催）は11月10日、いこいの村岩手で開かれ、結婚生活
60年を迎えた市内の夫婦に褒状が贈呈されました。
　祝う会には対象42組中16組の夫婦が出席。祝宴では
歌や踊りが披露され、出席者は共に歩んだこれまでの
生活を振り返るとともに60年の節目を喜び合いました。
　出席した工藤八

や そ じ

十二・フミエさん夫妻＝松尾＝は「山
あり谷ありだったが助け合ってきました。今後も仲良
く暮らしていきたい」と笑みを浮かべました。西根地区出席者を代表し褒状を受け取る工藤康夫・栄子夫妻

今シーズンの安全運営と、多くのス
キー客の来場を願いテープカット（11
月22日、安比高原スキー場安全祈願祭）

遺跡の残存状態の良さなど熱心な説明に耳を傾ける参加者

郷土の遺跡を地域の誇りに
発掘成果から子

こ が い さ わ や ま

飼沢山・暮
く れ つ ぼ

坪遺跡の価値を考える

　平成６年から14年まで行われた、寺田地域にある子
飼沢山・暮坪遺跡の発掘成果を振り返る講演会（市博
物館主催）が11月18日、寺田コミセンで開かれました。
　「千年前の山頂のムラ」と題した講演会では、発掘調査
にも携わった福島大学考古学研究室ＯＢの今野公

た だ

顕
あ き

氏
が、その概要を説明。今野氏は「東北古代史の発掘調査
事例は貴重で、地域の協力で調査をすることができた。
遺跡の活用には、多くの人がその存在を知り、地域で
意見を出し合うことが大事」と思いを込めました。
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【広　告】
▪
編
集
後
記

▽
昨
年
の
松
尾
中
70
周
年
記
念
で
製
作

し
た
石
碑
の
除
幕
式
が
、10
月
に
同
校
に

ゆ
か
り
の
あ
る
俳
優
の
倍
賞
千
恵
子
さ

ん
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。交
流
の
縁

を
つ
な
い
で
い
る
の
は
、一
時
の
関
係
に

と
ど
ま
ら
ず
、そ
の
後
も
関
係
者
が
思
い

を
大
事
に
し
続
け
て
き
た
証
で
、縁
だ
け

で
は
続
か
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。  

智〇

▽
今
月
号
は
叙
勲
や
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
苦
戦
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
時
間
帯
に
取
材
や
原
稿
の

確
認
を
お
願
い
し
て
し
ま
い
反
省
。皆
さ

ん
に
快
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  

千○
○

写
真
撮
影
か
ら
仕
上
が
り
ま
で
の
奥
の
深
さ
に
魅
せ
ら
れ
て

さ
さ
き
・
よ
し
ひ
さ
　
69
歳
　
＝
松
尾
＝

佐
々
木 

嘉
久 
さ
ん

第
１
０
７
回　
二
科
展

　
９
月
に
国
立
新
美
術
館（
東
京
都
）

で
開
か
れ
た
二
科
展
の
写
真
部
門
で
、

初
入
選
を
果
た
し
た
佐
々
木
嘉
久
さ

ん
。
入
選
写
真（
画
題：「
ワ
ー
プ
」）は
、

樽
を
利
用
し
た
遊
具
の
中
で
遊
ぶ
親

子
を
撮
っ
た
も
の
で「
タ
イ
ム
マ
シ
ン

で
ワ
ー
プ
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
撮
影
し

ま
し
た
。思
い
が
け
な
い
入
選
に
驚
き

ま
し
た
が
、
周
り
に
認
め
て
も
ら
い
、

写
真
を
見
て
も
ら
え
る
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
い
」と
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

　
本
格
的
に
写
真
を
始
め
た
の
は
数

年
前
か
ら
。毎
週
の
よ
う
に
映
画
館
に

出
掛
け
て
い
た
も
の
の
、コ
ロ
ナ
の
影

響
で
足
が
遠
の
き
、生
活
に
張
り
合
い

の
無
さ
を
感
じ
て
い
た
。そ
ん
な
と
き

に
、写
真
の
撮
影
会
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
気
分
転
換
を
兼
ね
て
参
加
し
た
。

　
「
立
派
な
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
周
囲

の
参
加
者
の
中
で
、
良
い
写
真
が
撮

れ
る
か
不
安
に
思
っ
た
」と
い
う

佐
々
木
さ
ん
。先
生
か
ら「
遠
慮
し
な

い
で
前
に
出
て
撮
影
し
て
い
い
ん
だ

よ
」と
声
を
掛
け
ら
れ
撮
影
の
指
導

を
受
け
る
。
当
日
撮
影
し
た
写
真
は

高
評
価
で
、
以
降
全
国
規
模
の
写
真

グ
ル
ー
プ
に

属
し
、
本
格

的
に
勉
強
す

る
よ
う
に

な
っ
た
。
指

導
を
仰
ぐ
先

生
か
ら
は
、

撮
影
承
諾
な

昭和29年生まれ。美術館巡りや映画鑑賞が趣味
で、年に200本近く映画を見たことも。好きな
言葉はガリレオ・ガリレイの「物事には見えな
いものがある。それこそが重要かもしれない」。
現在、全日本写真連盟岩手県本部委員や二科会
写真部岩手支部の運営委員などを務める。

ど
の
マ
ナ
ー
や
構
図
、
カ
メ
ラ
の
設

定
な
ど
基
本
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
我が

り
ゅ
う流

で
撮
影
し
て
い
た
自
分
に

と
っ
て
は
、目
か
ら
う
ろ
こ
だ
っ
た
。

　
主
に
人
物
を
撮
影
す
る
佐
々
木
さ

ん
。
部
屋
に
は
、
動
き
の
あ
る
中
で

捉
え
た
笑
顔
や
、
朗
ら
か
な
表
情
が

特
徴
的
な
写
真
が
並
ぶ
。「
単
に
撮
影

し
保
存
し
た
だ
け
で
な
く
、
調
整
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
自
分
が
思
う

作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か

も
奥
深
い
」と
写
真
の
魅
力
を
語
る
。

　
今
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ス
ト

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
撮
影
に
出

掛
け
る
忙
し
い
日
々
を
過
ご
す
。「
反

省
、創
造
、美
し
い
も
の
を
求
め
る
」

を
自
分
と
の
合
言
葉
に
、
自
問
自
答

し
な
が
ら
被
写
体
と
向
き
合
う
。 被写体選択など、自分の心の声を聞

いて撮影すると語る佐々木さん

写
真
部
門　
初
入
選
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